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（3）アンケート結果 

アンケート結果を抜粋し以下掲載する。 

  

  

 

4.1.1-2 サイエンステックフェス in 那覇 

（1）広報 

チラシ・ポスターを作成し県内小学校、教育委員会、図書館等への配布、LINE での配信を行い周

知した。（発行部数：チラシ 25000 部） 
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（2）実施内容 

★=公募により参加 

実施日時 令和 5 年 12 月 16 日（土）～17 日（日） 

会 場 サンエー那覇メインプレイス 

参加者数 推定 3271 名 （高校生以下 1899 名 大人 1372 名） 

わくわく体験ブース 

タイトル ふしぎな水だんご 将来の車について学ぼう！ 

講 師 ★株式会社アール・ピー・アイ ★沖縄トヨタ自動車株式会社 

内 容 

乳酸カルシウムとアルギン酸ナトリウムの

反応からゲル状の膜を生成し、化学に親し

みながら手で持てる水だんごをつくる。 

電気分解して発生させた水素を使ってロケッ

トを飛ばして的当てを行い、遊びながら水素

エネルギーについて学ぶ。 

タイトル 身近にある電気について学ぼう！ ミニロボット学びプレイ 

講 師 沖縄電力株式会社 株式会社 OCC 

内 容 

電気や環境に関するクイズやソーラー

電池で走るミニカーを工作し、発電や

電気について学ぶ。 

ロボットを操作して、コンピュータに親しむ

だけでなく、カードでプログラムを実行させ

ることでプログラミングの基本を学ぶ。 

タイトル 深海生物の「のぞく展」 もっと知りたい海のこと、地球のこと 

講 師 アポロサイエンス科学実験教室 国際海洋環境情報センター (GODAC) 

内 容 

深海生物の樹脂標本をのぞき穴のある

箱にいれて展示し、深海生物の摩訶不

思議な構造を見て楽しむ。 

海洋酸性化について、海が酸性化する仕組み

や生物への影響について、実験を通して学ぶ。 

タイトル 水素を作って遊ぼう！ 細胞を見よう！DNA を取り出そう！ 

講 師 
琉球大学 理学部海洋自然科学科 

助教 中川 鉄水 氏 

琉球大学 熱帯生物圏研究センター 

准教授 高江洲 義一 氏 

内 容 

水の電気分解から水素を自分で生成

し、ラジコンを走らせて遊びながら水

素エネルギーについて学び親しむ。 

ブロッコリーから DNA をとりだしたり、顕

微鏡でタマネギの細胞などを観察し、分子生

物学に親しむ。 

タイトル 土の生き物を観察しよう！ OIST へようこそ！ 

講 師 
沖縄工業高等専門学校 

准教授 萩野 航 氏 
沖縄科学技術大学院大学（OIST） 

内 容 

土壌生物を観察しながら、分解者の生

態系での役割や土壌生物を利用した環

境評価について学ぶ。 

OIST の紹介展示の他、脳の構造を模した帽

子を工作して、脳の作りや働きについて学ぶ。 
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ふしぎな水だんご              将来の車について学ぼう！ 

  

 

 身近にある電気について学ぼう！       ミニロボット学びプレイ 

  

 

深海生物の「のぞく展」           もっと知りたい海のこと、地球のこと 

  

 

  



65 

 

水素をつくって遊ぼう！            細胞を見よう！DNA をとりだそう！ 

  

 

土の生き物を観察しよう！          OIST へようこそ！ 
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ステージ 

タイトル セイタ先生 サイエンスショー GODAC 深海クイズ大会 

講 師 
アポロサイエンス科学実験教室 

嶺井 聖太 氏 
国際海洋環境情報センター (GODAC) 

内 容 

空気砲や回転の力、水圧など子どもた

ちと一緒に実験をしながら分かりやす

く科学の不思議について学ぶ。 

クイズ大会形式で深海について学べるステー

ジを展開。回答の際に写真や動画を実際に見

せることで理解を深めた。 

タイトル 貝磨き体験会 Mr.カガック サイエンスショー 

講 師 しかたに自然案内 科学の風 金城 靖信 氏 

内 容 
夜光貝を磨きながら生き物がもつ構造

色に触れて色彩について学ぶ。 

空気に着目した様々な実験や偏光板とテレビ

の関係についてなど身の回りの科学について

実験をしながら学ぶ。 

 

セイタ先生 サイエンスショー        GODAC 深海クイズ大会 

  

 

貝磨き体験会                 Mr.カガック サイエンスショー 
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（3）アンケート結果 

アンケート結果を抜粋し以下掲載する。 

  

  

 

4.1.1-3 サイエンステックフェス in ライカム 

（1）広報 

チラシ・ポスターを作成し県内小学校、教育委員会、図書館等への配布、LINE での配信を行い周

知した。（発行部数：チラシ 21000 部 ポスター400 部） 
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（2）実施内容 

実施日時 令和 6 年 1 月 13 日（土）～14 日（日） 

会 場 イオンモールライカム 

参加者数 
体験ブース：推定 5740 名（高校生以下 3186 名 大人 2554 名） 

深海ふしぎ展：推定 3132 名（高校生以下 1602 名 大人 1530 名） 

わくわく体験ブース 

タイトル 臨床検査体験をしよう！ オリジナル鏡をつくろう！ 

講 師 一般社団法人沖縄臨床検査技師会 琉球科学教育研究会 

内 容 

輸血で血液型が重要なのはなぜなのか

学べる血液検査の体験や、寄生虫の展

示と解説、顕微鏡体験などを展開。 

試験管の中で鏡を合成して、鏡がどうやって

作られているのか実験をしながら学ぶ。 

タイトル ミニロボット学びプレイ 深海のフシギを楽しく学ぼう！ 

講 師 株式会社 OCC 国際海洋環境情報センター (GODAC) 

内 容 

カードでロボットにプログラムを命令

して実行させることでプログラミング

の基本を学ぶ。 

クイズや水圧実験を通して深海について学

ぶ。また深海展とも連動させることでより理

解を深める。 

タイトル OIST へようこそ！ 

講 師 沖縄科学技術大学院大学（OIST） 

内 容 
OIST 紹介の展示のほかに、永遠に回る「カライドサイクル」を作成して、構造の不思

議に迫る。 
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臨床検査技体験をしよう！          オリジナル鏡をつくろう！ 

  

 

ミニロボット学びプレイ           深海のフシギを楽しく学ぼう！ 

  

 

OIST へようこそ！              全体の様子 
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特別展 

タイトル 深海のふしぎ展 

協 力 国際海洋環境情報センター（GODAC）/ アポロサイエンス科学実験教室 

内 容 

思わず覗きたくなるボックスの中に深海生物の樹脂標本を設置して、本物の深海生物

に触れる。また、深海写真のパネル展示も行い深海への興味関心を向上させる。展示

エリアの後半ではさらに深海について学べる映像の放映や、JAMSTEC が提供するデ

ータベースでの検索コーナーなども設け、深海について学べる特別展とした。 

標本展示                  深海写真のパネル展示 

  
  JAMSTEC データベース（J-EDI）検索コーナー     

  

  映像放映                 GODAC 紹介 

  



71 

 

ステージ 

タイトル セイタ先生 サイエンスショー ライカム水槽 特別生き物講座 

講 師 
アポロサイエンス科学実験教室 

嶺井 聖太 氏 
OSC 株式会社 

内 容 

空気砲や回転の力、水圧など子どもた

ちと一緒に実験をしながら分かりやす

く科学の不思議について学ぶ。 

水槽にいる生物の中から何種かピックアップ

して、魚のライフサイクルや生存戦略など紹

介した。 

タイトル Mr.カガック サイエンスショー 

講 師 科学の風 金城 靖信 氏 

内 容 
空気に着目した様々な実験や偏光板とテレビの関係についてなど身の回りの科学につ

いて実験をしながら学ぶ。 
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（3）アンケート結果 

アンケート結果を抜粋し以下掲載する。 

   

  

 

4.1.1-4 サイエンステックフェス in もとぶ 

（1）広報 

チラシ・ポスターを作成し県内小学校、教育委員会、図書館等への配布、LINE での配信を行い周

知した。（発行部数：チラシ 12000 部 ポスター400 部） 
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（2）実施内容 

実施日時 令和 6 年 2 月 18（日） 10：00～16：30 

会 場 もとぶ文化交流センター 

参加者数 502 名（高校生以下 257 名 大人 245 名） 

わくわく体験ブース 

タイトル 
ミクロの世界はおもしろい！ 

顕微鏡で覗いてみよう！ 
臨床検査体験をしよう！ 

講 師 

琉球大学 

准教授 梅村 正幸 氏 

准教授 金野 俊洋 氏 

一般社団法人沖縄臨床検査技師会 

内 容 
自身の口内環境や身近なものを顕微鏡

で観察しミクロの世界に親しみ、学ぶ。 

輸血で血液型が重要なのはなぜなのか学べる

血液検査の体験や、寄生虫の展示と解説を行

い科学と臨床検査の世界を体感する。 

タイトル サメの歯の秘密にせまろう！ OIST へようこそ！ 

講 師 一般財団法人沖縄美ら島財団 沖縄科学技術大学院大学（OIST） 

内 容 

どのくらいのサメが沖縄には存在し、

サメの歯にはどんな種類や特徴がある

のか標本も使いながら学ぶ。最後には

サメの歯のレプリカを作成。 

OIST 紹介の展示のほかに、永遠に回る「カ

ライドサイクル」を作成して、構造の不思議

に迫る。 

タイトル 色々なエネルギーを体験しよう！ ミニロボット学びプレイ 

講 師 琉球大学 名誉教授 清水 洋一 氏 株式会社 OCC 

内 容 

自転車発電やペルチェ素子発電、風力

発電など様々な発電を通してエネルギ

ーについて体感し学ぶ。 

カードでロボットにプログラムを命令して実

行させることでプログラミングの基本を学

ぶ。 

タイトル 軽石の山で宝探し！ 
緑のボトル調査隊！ 

シーエーシーオー3 を探せ！ 

講 師 株式会社南都 大石林山 名桜大学 国際学部 田代 豊 氏 

内 容 
軽石に点在する鉱物を探しながら、軽

石の成り立ちなどを学ぶ。 

沖縄を形作る炭酸カルシウム（CaCo3）は

どんなものなのか、実験をしながら学ぶ。 

タイトル 深海生物の「のぞく展」 

提 供 アポロサイエンス科学実験教室 

内 容 
深海生物の樹脂標本をのぞき穴のある箱にいれて展示し、深海生物の摩訶不思議な構

造を見て楽しむ。 
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ミクロの世界はおもしろい！          臨床検査体験をしよう！ 

  

 

サメの歯の秘密にせまる！           OIST へようこそ！ 

  

 

色々なエネルギーを体験しよう！        ミニロボット学びプレイ 
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軽石の山で宝探し！              緑のボトル調査隊！シーエーシーオー3 を探せ！ 

  

深海生物の「のぞく展」 

 

 

ステージ 

タイトル セイタ先生 サイエンスショー 

講 師 アポロサイエンス科学実験教室 嶺井 聖太 氏 

内 容 
空気砲や回転の力、静電気など身近なものを例に子どもたちや保護者も巻き込んで、

一緒に実験をしながら分かりやすく科学の不思議について学ぶ。 
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（3）アンケート結果 

 アンケート結果を抜粋し以下掲載する。 

  

  

 

4.1.2 中学生及び高校生向けイベント 

科学技術に関する短時間の体験プログラムや、キャリア支援の一環として理系進学者の特別講演

会を 2023 年 12 月 17 日（日）に沖縄県立博物館・美術館にて行った。 

 

（1）広報 

 小学生向けイベント「サイエンステックフェス in 那覇」の広報用チラシとともに県内の高等学校や

教育委員会等へ広報を行った。また、サイエンストークのチラシを作成し LINE にて配信した。 
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（2）ミニ科学プログラム実施内容 

A）バックヤードツアー 

講 師 
沖縄県立博物館・美術館 学芸員 

生物担当 菊川 章 氏 ・地学担当 新山 颯大 氏  

受講者数 計 13 名 （中学 1 年生 7 名 中学 3 年生 2 名 高校 2 年生 4 名）   

内 容 

展示会の準備で使用する展示準備室、ポスター等を制作する工作室、生き物の標

本が保管させている液浸標本室、動物の剥製標本や骨格標本が保管されている自

然史収蔵庫や貴重な化石が多く置いてある化石収蔵庫、作業場等の見学を行っ

た。自然史収蔵庫では、研究結果を保証する証拠としての重要な役割をする重要

標本や押花標本などが収蔵されており、押花標本は大正時代の新聞に挟まれ、大

事に保管されている様子などを見学した。また、石灰岩をはじめ、水晶、メノ

ウ、黒雲母、貝殻等の見学も行った。アンモナイトの化石は宝石としての価値も

認められ、色によってランクが決まるという話には参加者も興奮の様子であっ

た。標本には、採取した日・場所等を記したラベルがあることが重要であり、ラ

ベルが無いと価値が下がることなども学んだ。また、施設を移動する際に作品運

搬用のフォークリフトも一緒に乗れる大型のエレベーターに参加者全員で乗るな

ど、普段見学することができない博物館の裏側や学芸員の仕事を知るよいきっか

けとなった 
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B）海洋科学を学ぼう～深海への挑戦～ 

講 師 
国際海洋環境情報センター（GODAC） 

サイエンスコミュニケーター 小寺 克己 氏 

受講者数 計 14 名（中学 1 年生 4 名 中学 2 年生 4 名 中学 3 年生 2 名 高校 1 年生 2 名 高校 2 年生 2 名）  

内 容 

はじめに、JAMSTEC の深海映像や海洋研究データを活用した、GODAC の情報

発信業務について紹介を行った。また、やんばる世界自然遺産に登録されたこと

で、アジア初の、気候変動や災害メカニズムなど多くの学問分野が関係してい

る、自然史科学研究拠点の国立自然史博物館が沖縄に誘致決定されたことや、海

洋科学の分野には、海洋物理学、海洋化学、海洋生物学、地質学の４つに分類さ

れることを紹介した。海洋科学歴史においてはイギリスのチャレンジャーによっ

て、科学的海洋調査が行われた 1872 年に遡り、日本では 1929 年に海洋科学技術

センターが設立され、1932 年に第一号の潜水船が開発された。その後、水圧を克

服した浮力材の、シンクティックフォーム（100μ以下のガラスマイクロバルー

ンをエポキシ樹脂で固めたもの）やメタクリル樹脂（沖縄美ら海水族館の水

槽）を使ったガラス、チタン合金など、さまざまな技術が開発されたことで安全

な深海調査行えるようになったことなど深海研究の歴史を学んだ。さらに、深海

圧力装置をつかった、水圧実験を体験も行い深海について深く学ぶ内容となっ

た。 
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C）人工知能をつくってみよう 

講 師 沖縄工業高等専門学校 安里 健太郎 氏 

受講者数 
計 23 名 

（小学生 1 名 中学 1 年生 8 名 中学 2 年生 6 名 中学 3 年生 3 名 高校 1 年生 3 名 高校 2 年生 2 名）  

内 容 

最初に人工知能とは何か？について講義を行い、人間が出したハンドサイン（グ

ー、チョキ、パー）を認識して、①出したハンドサインを真似するロボット、②

出したハンドサインに応じて、前進や後進をするロボットに、正確にハンドサイ

ンを認識させるための方法について体験を通じて学んだ。ロボットに正確に認識

させるためには、データの与えた方が重要であり、例えばグーとパーの区別をさ

せる場合、教え方がまずいと単に面積のみでの判断となってしまうため、距離や

向きを工夫するなど、ロボットへの学習のさせ方について試行錯誤を通じて学ん

だ。各受講生ともに講師とＴＡのアドバイスをもとに、どうすれば想定した通り

の動きをロボットにさせることができるかを興味深そうに学んでいた。 
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（3）サイエンストーク実施内容 

実施日時 令和 6 年 2 月 17（日） 15：00 ～ 17：00 

会 場 沖縄県立博物館・美術館 講堂 

登 壇 者 

日本トランスオーシャン航空株式会社 技術部 波平 克 氏 

一般財団法人沖縄美ら島財団 総合研究所 国広 潮里 氏 

沖縄科学技術大学院大学（OIST） 博士課程学生 與世山 倫可 氏 

 

司会進行：アポロサイエンス科学実験教室 嶺井 聖太 氏 

参加者数 63 名 

内 容 

理系へ進学した 3 名をゲストに現在の仕事や研究内容の他に、幼少期の過ごし方や大

学の決め方など彼らがどのような人生を歩んできたのかトーク形式で展開した。そし

て、進路選択のコツやモチベーションの保ち方など、来場者の今後の進路の後押しと

なるよう展開した。また、アンケートからも、「身近な人（沖縄の出身の方）の話とい

うのが、身近に可能性を感じられてよかった」、「好きなことをするのは難しいと思

っていたが、実際に実現している人の話を聞けて自分にもできるかもしれないと進路

の幅が広がった」といったコメントがあり、一定の効果が得られたものと伺える。 
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（4）アンケート結果 

 アンケート結果を抜粋し以下掲載する。 

  

  

 

4.2 科学技術啓発期間 

令和 5 年 11 月 11 日（土）から 12 月 17 日（日）を科学技術啓発期間として、教育機関や研究機関等

の紹介やそれらにより実施されている個別の科学技術イベントを周知強化する期間を設けた。期間中は

チラシの配布ならびに、LINE にて情報発信を行い情報の周知を行った。 

 

（1）チラシの配布 

 県内の小学校、中学校、高等学校ならびに教育委員会、図書館や協力機関を通してチラシの配布を行

った。（発行部数：チラシ 200,000 部） 
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（2）LINE の配信 

 期間中に計 17 通の配信を行った。配信内容については以下のとおりである。 

 

11/11 

 

11/13 

 

11/15 
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11/17 

 

11/20 

 

11/22 
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11/24 

 

11/27 

 

11/29 
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12/1 

 

12/4 

 

12/6 
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12/8 

 

12/11 

 

12/12 
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12/13 

 

12/15 
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5．その他の取組  

5.1 公式 LINE の開設 

事業やプログラムなどの周知強化の一環として LINE for bussiness を活用した公式 LINE を開設した。

以下、登録者の変化である。（2023.7.1～2024.2.29） 

 

※ターゲットリーチ = 友達登録者数 - ブロック数 
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6. 総括 

 

本事業の目的を達成するために、OIST 等の高等教育機関、研究機関、企業等との連携により、受講生

の興味関心レベルや成長段階かつ難易度別のプログラムを展開してきた。それにより、科学技術に興味・

関心の高い受講生の能力を伸ばすと同時に、興味・関心の低い受講生に対しては、科学技術に対する抵抗

感の払拭や興味・関心をもてるようなプログラムを展開するなど、科学的思考力の向上に繋げる工夫を

し、将来の沖縄県の科学技術、産業の振興を担う科学技術系人材の育成を目指した。また、より多くの県

民が科学技術を体験できる科学イベントでは、開催日や開催場所の追加を行うことで、県内の子どもた

ちへ「科学の芽」を育て“広げる・つなげる・深める”場として科学コミュニケーションの機会を創出し

た。 

本年度事業報告の最後に振り返りと今後の課題について以下にまとめる。 

 

＜高校生向け＞ 

① ハイレベル型体験プログラム 

本プログラムでは「分子生命科学（遺伝子）」「情報工学」「生態学」「脳科学」の 4 分野からコースを設

け、計 29 名（定員各 8 名）の高校生・高専生が参加した。応募の際に各コース指定のテーマを設け、800

字程度の小論文を課題とし、定員に対して同程度の応募があった。小論文に対して、「書けない」と辞退

する者もいたが、一定の難易度があったことから非常に意欲の高い生徒が集まった。参加者の保護者か

らも、「高校生で 400 字だと意外と簡単に書けてしまうため、丁度良い難易度であった」という言葉も直

接いただき、妥当であったと感じる。しかしながら応募倍率はあまり高くなく、今後、どのようにハイレ

ベル型プログラムへ興味をもつ人を増やせるかが課題である。プログラム内容の再検討に加え、SSH 校や

進学校との連携による周知・広報の強化も検討する必要がある。 

また、3 日間のプログラム内容については「丁度良いレベルだった（75.9%）」が一番多く、概ね妥当な

内容レベルであったと考える。一方で、今後の課題として、プログラム分野の多様化や内容の充実があげ

られる。課題解決のために、プログラムの企画、講師の選定、プログラムスケジュールなどを再検討する

必要がある。 

 

② ボトムアップ型体験プログラム 

本プログラムでは、「OIST 見学」「イノー観察」「ドローン操縦」の 3 プログラムを設け、計 49 名（定

員各 20 名）の高校生・高専生が参加した。OIST 見学の応募数は多かったが、他の 2 プログラムについて

は定員と同程度の応募となった。 

アンケートから各プログラムへの満足度は非常に高いことが読み取れるため、プログラム内容につい

ては、妥当であると考えられる。一方で、高校生は部活動や勉学等で多忙な中、自身の将来選択に対して

の効果を踏まえてプログラム参加を検討していると思われるため、より魅力的なプログラムとするめ、

高校生にとって興味・関心度の高いプログラムを再検討するとともに、周知・広報についても再検討が必

要と考える。 
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＜中学生向け＞ 

① ハイレベル型体験プログラム 

本プログラムでは、「生態学」「ロボット工学」「畜産学」「感染症・免疫学」の 4 分野からコースを設

け、計 20 名（定員各 5 名）の中学生が参加した。中学生向けでは、応募の際に各コース指定のテーマに

て 400 字程度の小論文を課題としていたが、定員に対して 1.8 倍と想定以上の応募があり、受講者の選

定方法としては妥当な難易度であったと考える。また、事前に小論文を設けることで、参加者が何に対し

て興味をもっているのか、講師が事前把握することでプログラムをよりスムーズに進めることができた。 

3 日間のプログラム内容については「丁度良いレベルだった（65.0%）」が一番多く、次に「レベルが高

かった（難しかった）（30.0%）」となり、やや難易度の高い内容であったと考えられるため、プログラム

内容の難易度は維持しつつも、受講者の理解がより高まるような手法を模索する必要がある。今後の課

題としては、高校生向けと同様にプログラム分野の多様化や内容の充実である。明確な将来像が定まっ

ていない人が多数である中学生だからこそ、多様な最先端分野に触れる機会を創出することは、彼らの

将来の幅が広がることへつながる。こちらも同様に、プログラムの展開方法について柔軟に検討する必

要がある。 

 

② ボトムアップ型体験プログラム 

本プログラムでは、「細菌の培養」「川の探索」「植物観察・光化学」の 3 プログラムを設け、計 58 名

（定員各 20 名）の中学生が参加した。どのプログラムも定員の 2～3 倍の応募があり、高校生よりも応

募倍率が高かった。アンケート結果からは、プログラムに対する満足の高さが読み取れる。自由記述の回

答の中で「学校では体験できないこと（が体験できた）」、「理科実験に対するイメージ化（理科ではどの

ように実験が行われるのかがよく分かった）」といったコメントがあり、学校以外の場でも理科の楽し

さを体験できる機会を本事業で創出したことで、理系に進む児童の増加に寄与したものと考える。 

 

＜未就学児・小学生向け＞ 

① 高学年向けボトムアップ型体験プログラム 

本プログラムでは、「月観測」「研究施設見学」の 2 プログラムを設け、計 40 名（定員各 20 名）の小

学生が参加した。いずれも応募数は 200～300 名と圧倒的に多かった。小学生向けのプログラムは基本的

に保護者が申し込みを行うため、保護者の熱心さが読み取れる。一方で、参加者自身の関心が薄い児童も

一定数おり、ボトムアップ型体験プログラムの趣旨に沿ってはいるものの、プログラムへの集中を欠き、

安全面の観点から配慮を要する場面があった。今後、安全面の観点も踏まえ、プログラムの定員やスタッ

フの人員配置を検討する必要がある。 

プログラム内容については、アンケート結果から満足度の高さが伺えたため、今後も多様な分野で展開

することで、より広い分野に興味関心を向ける子どもたちの増加が期待できるだろう。 

 

② 未就学児から小学校低学年向けボトムアップ型体験プログラム 

本プログラムでは、離島 10 島と本島 24 施設にて様々な低年齢向けプログラムを実施し、計 1311 名

の児童生徒および保護者等へプログラムの提供を行った。対象年齢を明確化したことで実施内容のレベ

ル設定がしやすく、講師との連携もスムーズに行うことができた。各プログラムで子どもたちが集中し
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て取り組む様子が見られ、妥当な実施時間であったと考える。また、アンケート結果からは、「楽しかっ

た」「また参加したい」という回答が非常に多く、年齢層にふさわしい実施内容で展開ができたと考える。 

一方で、アンケート調査について、対象年齢が低いことから、より正確な調査結果を得るために効果的

な方法を検討する必要がある。 

 

＜小学生向け科学イベント＞ 

本イベントでは、宮古島市、那覇市、北中城村、本部町の 4 市町村にて計 6 日間のイベントを開催し

た。ステージと体験ブースの棲み分けを明確にしたことで、各ブースへ大きな支障もなくスムーズに進

行することができた。また、ステージエリアの活用の工夫として、サイエンステックフェス in 那覇にお

いては、定員制の体験をステージ合間の時間に入れることで、場所の有効活用ができた。しかし、参加者

の受付を当日としたことで、参加希望者の集まりが芳しくない状況でもあった。周知の際に、事前申込

制、当日抽選というスタイルにすることで、来場者も増えることから有効的だと考える。 

また今回、サイエンステックフェス in 那覇では計 10 ブースの展開に対して、サイエンステックフェ

ス in ライカムでは、会場規模の都合上、計 5 ブースでの開催とした。予想される来場者数からブースが

混み合うことが懸念されたが、列整理を行うことで大きな混乱もなく終えることができた。また、出展団

体を厳選することで、本イベントを目的とした来場者はもちろん、そうでない家族連れ等から、会場内の

内容について問い合わせも多く、多様な方に興味・関心を引くイベントとなったことが伺える。また、ど

のブースも常に賑わっているように視覚的に感じ取れることから、より活気があふれているように見え

ることも一つの利点であった。那覇ではブース数が多いが故に、視覚的に目立つブースに人が集まり、そ

うでないブースは素通りしてしまうという状況も見られた。改善点として個々のブースや会場全体の装

飾、レイアウトにだけでなく、ブースや実施範囲の集中化についても検討の余地がある。 

今年度は計 4 か所にて開催したが、やはりショッピングモールでの開催は多様な来場者があり本イベ

ント趣旨に沿った場所であると感じた。宮古島市や本部町でも多くの参加者に足を運んでもらえたが、

初めから本イベントを目的とする方の参加が多かったため、多様な方へアプローチするために今後は、

離島と北部域において、ショッピングモールに限らず適した会場を柔軟に模索する必要がある。 

 

＜中学生及び高校生向け科学イベント＞ 

本イベントでは、那覇市での小学生向けイベントと連動して開催し、実験操作などを体験できる「ミニ

科学プログラム」と、キャリア支援の一環とする「サイエンストーク」の 2 構成で展開した。事前申込制

での実施としたが、なかなか人が集まらなかった。しかし、アンケート結果からは満足度の高い結果が見

られ、ミニ科学プログラムでは全員が「また参加したい」と回答していたことから、内容設定は妥当であ

ったと考える。サイエンストークでも、高評価な記述も多く、またモチベーションアップにつながった中

高生も多かったことから、キャリア支援の一環として妥当なテーマであったと考える。 

個別プログラムについても前述している通り、中学生及び高校生は多忙な中、自身の将来選択に対して

効果があるかどうか考えて参加を決めている。内容設定の妥当性は高いことから、早期の周知や、内容が

伝わりやすい周知の工夫など、、キャッチフレーズなども考える必要がある。 

 

  



92 

 

▪まとめ 

本年度の事業では、周知・広報の手段として、学校を通してのチラシの配布に加え、新たに LINE と

いうツールを導入し、効率的で効果の高い手法について模索してきた。今後はさらに、学校で運用して

いる情報発信ツールの調査や連携を上手く行うことで、より多くの子どもたちへ情報発信ができるので

はないかと考える。 

また、科学技術の社会実装を子どもたちへ実感させ、将来の職業選択の後押しとすることを目的に民間

企業との連携も重視し、今年度は JTA 日本トランスオーシャン航空株式会社や RPI 株式会社、OSC 株式

会社など新たな民間企業との連携を行うことができた。民間企業との連携を模索するうえで見えてきた

課題としては、民間企業側が持つコンテンツを本事業の趣旨に沿ったプログラムに調整を要することや

ステークホルダーの異なる期待に応えるために、1 つのプログラムを作るのに何重ものプロセスが必要と

いう企業も多く、連携に時間を要することなどがあげられる。連携する民間企業を増やしていくために

は、民間企業に対して本事業を周知していくことはもちろん、民間企業が科学技術に関するプログラムを

展開するためのサポート体制を整える必要がある。そして、さらに連携可能な県内企業を発掘すること

で、沖縄全体で沖縄の未来を担う人材育成を行うとともに、最終的な県内就職による沖縄県への還元へ

と繋がっていくと考える。 

沖縄県では、新・沖縄 21 世紀ビジョン基本計画において科学技術イノベーションの創出と次世代を

担う持続可能な産業の振興を掲げている。経済のグローバル化、AI や IoT 等の先端技術による第 4 次産

業革命など、社会経済情勢の変化に対応し、本県の持続的発展を実現していくため、一人ひとりの多様

な能力を育て、力強く未来を拓く人づくりを目指していることからも、本事業は非常に重要な事業であ

ると考える。結びに本事業を終了するにあたり、未来を拓く子どもたちが沖縄県や国の社会を支える力

として科学技術の道に進むことを期待したい。 

 

 


